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 大気循環場には気象庁 55 年長期再解析
（JRA-55、Kobayashi et al. 2015）、海面水





























第 1図 地域平均気温平年差の 5日平均時系列（2017 年 6～10 月） 


























(a) SST偏差           (b)10m東西風偏差 
 





第 3図 （a）2017 年 8 月の OLR 偏差、(b) 





の SST の基準値との差の 5 か月移動平均
が 6 か月以上続いて+0.5℃以上となった
期間で定義する。 
(a)2017年 8月の OLR偏差 
(b)西部太平洋熱帯域が高温時の 8月の OLR偏差の合成図 
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４.2017 年夏季の日本の天候 
4.1 2017 年 7 月末～8 月中旬の北・東日本
太平洋側の寡照 































第 5図 2017 年 7 月 30 日～8 月 20 日の気温平年差、
降水量・日照時間平年比の分布 
平年値は 1981～2010 年の平均値。 
第 4図 2017 年 7 月 30 日～8 月 20 日の海面気圧
（等値線）と偏差（陰影） 
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第 8図 2017 年 4～9 月の赤道域（5oS～5oN）200hPa
速度ポテンシャルの平年偏差の時間-経度断面図 
第 7図 2017年 7月 30日～8月 20日の 2m気温偏差
(陰影)と 10m 風（矢印） 










4.2 2017 年 8月の沖縄・奄美の高温 
 第 1図で示したとおり、沖縄・奄美では 7
月下旬から顕著な高温となっており、月平均
気温平年差は 8月が+1.4℃、9月が+1.3℃と、























第 10図 7 月 30 日～8月 20 日の海面気圧の主成分分析による第 1モードの変動パターン(a)とそのスコア
(b)、8 月のオホーツク海高気圧の出現日数(c) 
(a)と(b)の主成分分析の対象領域は 10oN～65oN、100oE～170oE で、1958～2017 年について 7/30～8/20 平均
の海面気圧に対して実施。(c)のオホーツク海高気圧の出現日数は、平成 19 年度季節予報研修テキスト(気
象庁 2007)に従い、前 7日間平均が①45oN～55oN、145oE～155oE の海面気圧が 1014hPa 以上、②35oN～40oN、
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第 11 図 2017 年 8 月の 975hPa の水平風偏差
（矢印）と温度移流偏差（陰影） 
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